
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
 

  

「 私たちは伝道師 」 

      (真の父母經 Ｐ４６７～４６８) 
 

１７ 神様は、第一線から息子、娘を訪ねて
こられます。端から訪ねて上がってこられ
るのです。神様は、天民思想をもっている
信仰者を必要とされます。皆さんは民族の
底から歩まなければなりません。この世界
をはっきりと見つめてください。世界情勢
は、天の動きとともに回っていくので、皆さ
んは信念をもたなければなりません。 
お父様は、皆さんを最後の勝利者にするた
めに、三年を期限としてこの道を開拓して
いるのであり、皆さんを修練させるのです。 
 
１８ 私たちに悲しみがあるとしても、神様
の悲しみを知る私たちは、それを嘆くのを
やめましょう。民族の前に進み出て、「あな
たたちのすべての悲しみを私たちに告げ
なさい」と言いながら、彼らの悲しみに責任
をもち、死と犠牲と忍耐で防ぎ止めようと
進み出る群れがいるとすれば、その群れは
神様のみ旨を身代わりした生きる実体とし
て、この地上の善と悪を審判できる主人に
なります。神様はどの民族、どの教派からそ
のような群れが現れるかと、六千年間、待
ち望んでこられました。私たち以上に苦痛
を受け、私たち以上に死の峠を越え、私た
ち以上に哀痛な曲折の心情を抱き、安息の
基盤を探し出せないまま、苦しみながら訪
ねてこられたのです。 
私たちは、このような父の姿を理解して

さしあげなければなりません。父のこのよ 

 

 
うな姿を知り、父が歴史路程において苦労
されたのも「私」のゆえであり、この時代に
おいて摂理のみ旨のために苦労されるのも
私のゆえであり、未来の希望のために苦労
されるのも私のゆえなので、私のために苦
労される父のみ前に孝子になるべき定めが
あることを知らなければなりません。これに
対して「万民に代わって責任をもとう」と言
って立ち上がれる人たちだけが、新しい時
代の役軍になるのであり、新しい時代の天
の仕事を引き受けて処理できる人になるの
です。 
 
１９ 伝道師修練会を終えた皆さんは、韓国
の各地に出発しなければなりません。国を
思って憂える人は愛国者であり、神様を思っ
て憂える人は神様の息子、娘です。国のた
めに働く人は、国の将来のために心配する
子女を生むのです。世界的に見るときにも、
このような民族と国民をもった国は滅びま
せんでした。そのような人々だけが、古い歴
史を正すことができます。 

皆さんは、神様の心情と願いと事情に一
致する人にならなければなりません。自分
の体と心の生活のことを心配しないでくだ
さい。まず、訪ねていく村のことを心配して
ください。そこにも、神様の願いと事情と心
情があります。皆さんの憂いは、罪悪の息
子、娘たちを神様の息子、娘にするためのも
のでなければなりません。今日、個人、社会、
民族、国家、世界を、神様が憂えていらっしゃ
ることを忘れてはいけないのです。お父様
は、四十年の生涯において、これを一時も忘
れたことがありません。 
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